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研究成果の概要：次世代の放射光源として有望なエネルギー回収リニアックにおいて、高輝度

電子銃で発生する超低エミッタンスビームの品質を損なわずにビームを加速・輸送するために

重要である空間電荷効果、ビーム不安定性等について研究し、それらをもとに試験加速器「コ

ンパクトＥＲＬ」の設計研究を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 
研究分野：加速器物理学 
科研費の分科・細目：物理学・素粒子、原子核、宇宙線、宇宙物理 
キーワード：加速器 
 
１．研究開始当初の背景 
 次世代放射光源として有望なエネルギー
回収リニアックでは、ビームエミッタンスの
保存やビーム不安定性の抑制が極めて重要
である。ＥＲＬ放射光源を建設する場合に問
題となるこれらの現象については十分には
解明されておらず、詳しい研究が待たれてい
た。 
 
２．研究の目的 
 ＥＲＬ放射光源におけるビーム力学の諸
問題を解明し、将来の放射光源の建設に向け
た理論的な基礎をつくることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

 計算機シミュレーションによるビーム運
動シミュレーションと理論的解析をもとに、
複数の研究者が討論し共同研究することで
研究を進める。 
 
４．研究成果 
（１）空間電荷効果等を取り入れたＥＲＬ入
射器の最適化設計を行い、エミッタンス保存
のために重要な問題点を明らかにした。 
（２）横方向の抵抗壁ウェーク場によるビー
ム不安定性をシミュレーションで調べ、理論
的に定式化した。 
（３）ビーム周回時のコヒーレント放射光の
放出等を取り入れたビーム光学系の最適化
設計を行い、その際に重要となるビーム物理
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過程を明らかにした。 
 
５．主な発表論文等 
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